
8⽉第 1週の礼拝説教 
■⽇ 時：2026 年 8 ⽉ 2 ⽇（⽇）10：30〜11：30 聖霊降臨節第 11 主⽇ 
        （平和聖⽇） 
■説 教： 保科けい⼦牧師 
■聖 書：新約：マルコによる福⾳書 9 章 42〜50 節（新約 P80） 
■説教題：「 互いに平和に過ごしなさい 」  
■讃美歌：51 （ 愛するイェスよ、われらここにあり。） 

    505（ 歩ませてください、） 
 

先週の 7 ⽉ 28 ⽇⽕曜⽇、16 時 27 分ごろ、熊本県熊本地⽅を震源とする震度 7 を観測する地震が発
⽣しました。熊本県では、2016 年 4 ⽉ 14 ⽇と 4 ⽉ 16 ⽇に相次いで⼤きな地震が発⽣しています。ま
だその時の被害が復興されない中で、10 年⽬でまた被災された⽅々の、猛暑の中での停電や断⽔の苦
しみはいかばかりかと思います。私はこの地震のニュースを⾒聞きして、2011 年 3 ⽉ 11 ⽇⾦曜⽇の東
⽇本⼤震災が起こった後のことが思い出されました。ある地域の避難所の近くで、⼀⽇中、積もってい
る雪を空き⽸に詰め、集めてきた⽊で沸騰させて消毒し、周囲の避難してきた⽅々に少しずつ分けてい
た牧師夫妻がおられたのです。それは、震災後の何⽇かが過ぎたときに避難所の⽔もほとんどなくなり、
もちろん被災された⽅々が⾃宅で蓄えていた⽔もなくなり、教会に蓄えていた⽔も全部配ってしまった
ので、とにかく飲める⽔が必要になった時のことでした。お⼆⼈の牧していた教会は⼩⾼い⼟地にあり
ましたから、教会そのものは津波の被害にも遭わず無事だったのです。けれども、当⽇⽤事で仙台に出
かけておられたお⼆⼈はすぐには帰れず、何とかして帰り着いた時には町の⽔がまだ引かず、胸まで泥
⽔に浸かってやっとの思いで教会まで戻れたそうです。おそらく災害派遣の⾃衛隊の⾞両などは、⽡礫
があっても⽬的地まで⾏きますので、その被災地に住まいのある⽅については、そういう⾞両に乗せて
いただけたのかもしれません。その後に、教会の何⼈かの⽅々が避難していた避難所へと出向かれたわ
けです。東⽇本⼤震災が起こった時に、私たちも⽤事で上京していて教会にいませんでした。ですから、
その時の恐ろしさを直に体験しなかったということが、体験した⽅に本当に申し訳ないという思いにな
って、⾃分たちのできることは何でもしようと⼼に決めていたような気がします。今⽇は特に熊本は酷
暑になると⾔っています。時間が経つにしたがって、避難所の環境も悪くなり、⽔も⾷料もだんだんな
くなっていきます。3 ⽉ 11 ⽇東⽇本⼤震災の時も、例えばお⼿洗いの⽔などは近くの川の⽔を汲んで
きて使うということができたそうですが、飲み⽔だけは確保が困難になっていったようです。最後はこ
の御夫妻やっていたように、積もっていた雪の綺麗なところだけを集めてきて、空き⽸で沸騰させて少
しずつ皆さんに分けたのだそうです。その時に沸騰してきたお⽔を⼀⼝だけ私にも飲ませてくださいと
夫⼈の牧師が⾔ったら、夫君の牧師が、本当に渇いている⼈がいるのに、⽬の前に⽔があっても⾃分た
ちから先に飲んではいけないと⾔われたそうです。⽬の前に⽔があるのに、⼀⼝も飲めなかった苦しみ
をそのように語っていたことがありました。最初に、飲料⽔を含めた多くの救援物資を届けてくれたの
はアメリカ軍の船舶だったようです。どのような災害の時でも被災地に迅速に到達することができ、た
とえ⽡礫の重なる海岸でも⼩さなダグボートで物資の運搬ができたようでした。今でもそういうことが
起こっているのかもしれないと思ったりしました。私たちは今、具体的な⾏動は何もできないのですが、
祈りの中に、「神様、被災された⽅々をどうぞ助けてください」という真剣な思いを持って過ごしてい
きたいと思います。 

 
さて、本⽇の聖書箇所に参ります。本⽇も教団の聖書⽇課から取り上げているのですが、皆様も今、
司式の⽅が読んでいるのを聞いていて、このようなところはあまり読みたくないなと思われたかもしれ
ません。それほどに、今⽇の聖書箇所は脈絡がなく恐ろしい⾔葉が並んでいるように感じられます。そ
ういうわけで、この箇所は、主イエス・キリストがいろいろな時にいろいろなところでお語りになった



教えが集められて並べられている、と考える⾒⽅もあります。したがって、必ずしも話が⼀貫している
わけではなく、論理性はあまりありません。最初に42節では、「わたしを信じるこれらの⼩さな者の⼀
⼈をつまずかせる者は」と書き出されています。「わたしを信じるこれらの⼩さな者」とは、具体的に
は新約聖書に記されている主イエスの周りにいる⼦ども、あるいはキリストの弟⼦という理由で、弟⼦
たちに⼀杯の⽔を飲ませてくれる者、そのような⼈が考えられています。続く42節後半には、「⼤きな
⽯⾅を⾸に懸けられて、海に投げ込まれてしまう⽅がはるかによい。」とあり、⾮常に厳しい⾔葉です。
夏の間の中⾼⽣対象のジュニア礼拝は、聖書箇所と讃美歌をプリントしたものを⽤意しています。それ
を⽣徒たちに輪読してもらったのですが、「⾅」という字が読めませんでした。聖書そのものを⽤いて
いれば、漢字にはルビがふってありますから読めたと思います。ですから、「⼤きな⽯⾅（うす）」とあ
っても、どのようなものかイメージが湧かないのは当然です。けれども、主⽇礼拝に出席なさっている
皆様⽅は、2000年前の⼩⻨から粉を作る⽯の道具が思い浮かぶかもしれません。とにかく重たい⽯です。
それを⾸に懸けられて海に投げ込まれてしまうというのですから、本当に主イエスが語っておられるの
かと疑いたくなるような⾔葉です。 

 
ところが、43節になると、「もし⽚⽅の⼿があなたをつまずかせるなら」と語られ、つまずかせられ

る対象が「わたしを信じるこれらの⼩さな者の⼀⼈」から「あなた」になっています。そしてつまずか
せる⾏為をするのは、「⽚⽅の⼿」、「⽚⽅の⾜」、「⽚⽅の⽬」と続いています。当然、⼿も⾜も⽬も「あ
なた」⾃⾝の⼀部です。これでは、⼀体誰のことを⾔っているのかがよくわからないと思うのも当然で
す。そのうえ、本⽇の聖書箇所には⼗字架のような不思議なマークがついているのをご覧になっている
と思います。43節の後に44節なしで45節になっており、44節の代わりに⼗字架のマークがついていま
す。45節の後も46節がなくて、同じように⼗字架マークがついています。こういう箇所は新約聖書の中
にもあまりありません。それで説明をしておこうと思います。皆さんがお持ちになっている聖書の前の
⽅から開いていただくと、「序⽂」があります。その序⽂の次のところに、「凡例」というこの聖書の中
で使われている記号などを説明している箇所があります。そこにこの⼗字架の意味も「底本に節が⽋け
ていることを⽰す」と書かれています。それを読んでも、これは⼀体何のことか分からないような説明
がされています。これは聖書の成り⽴ちと関係があります。というのは2000年前に主イエスがおられ、
その弟⼦たちがいました。その後にその主イエスのお語りになったみ⾔葉やなさったみ業を伝えていく
多くの信仰者たちがいました。その伝えを聞く者にもいろいろなグループがありました。⼝から⼝へ伝
えていくものですから、どうしても元の⾔葉が⼀体でどういうものだったのかというのが分からなくな
ってくることがあります。けれども、聖書の⽂⾔というのは⼀点⼀画をおろそかにしない、という考え
で伝えられてきましたから、かなり元の形を保っているのです。この伝承されたみ⾔葉は、今度は様々
な写本という形で残ってきます。その中から最もその当時に近いものを選んでいって、聖書の本⽂を定
めてきたのです。そして、それを様々な国々の⾔葉に訳してきたのです。私たちの読んでいる新共同訳
聖書も、最新の聖書協会共同訳もその時々の最新の底本から訳されています。話を戻しますと、この⼗
字架マークの44節と46節は、マルコによる福⾳書の最後の98ページに、⽋けている⽂章が記されていま
す。どちらも「地獄では蛆が尽きることも、⽕が消えることもない。」という⽂章で、本⽇の箇所には
48節にも同じ⾔葉が記されています。主イエスが地獄の様⼦を具体的に三度も語られたなどということ
は、後の時代の信仰者にとってはあまり伝えたくなかったのかもしれません。 
 

ところで、本⽇の箇所で問題なのは「つまずかせる」ということです。「つまずく」という⾔葉は、聖
書によく出てくる⼤事な⾔葉の⼀つです。例えば、信仰が挫折するとか、信仰を失ってしまうというこ
とを意味しています。信仰を持って歩んでいた⼈は、何かによってつまずいて倒れてしまい、歩き続け
ることができなくなってしまうことがあります。そういう状態を「つまずく」、あるいは「つまずかせ
る」と⾔ったりします。実は⼀⼈の信仰者をそのようにつまずかせるということは、⼤きな⽯⾅を⾸に
かけられて海に投げ込まれてしまう⽅がはるかに良いというぐらいに重⼤なのだ、という⾮常に恐ろし



いような⾔葉が書かれています。それに続いて、「もし⽚⽅の⼿があなたをつまずかせるなら、切り捨
ててしまいなさい。両⼿がそろったまま地獄の消えない⽕の中に落ちるよりは、⽚⼿になっても命に
あずかる⽅がよい。」と語られています。切り捨ててしまいなさいと⾔われている⼿を持っている⼈、
⾜を持っている⼈、⽬を持っている⼈、それは誰でしょうか。それは主イエスの周囲にいて教えを聞い
ていた⼈、あるいは聖書を読んでいる私たち⾃⾝ということになります。もし⾃分が⾃⾝の⽚⽅の⾜で、
⽚⽅の⼿で、⽚⽅の⽬で、つまずかせられるということが起こるなら、どちらも⽚⽅を切ってしまった
り、⽬をえぐり出してしまいなさい、というような恐ろしい⾔葉が書かれているのです。そのような恐
ろしいことが書いてあるのかと思うと、もう聖書はあまり読みたくないと思うかもしれません。けれど
も、こういうことが主イエスがお語りになった教えとして、実際に書かれているのです。 

 
けれども、そういう⾔葉が書かれた後で、主イエスは何とおっしゃっているかというと、49 節、50

節で「49 ⼈は皆、⽕で塩味を付けられる。50 塩は良いものである。だが、塩に塩気がなくなれば、
あなたがたは何によって塩に味を付けるのか。⾃分⾃⾝の内に塩を持ちなさい。」と話が⾶躍している
のです。今まで厳しい裁きの⾔葉を主イエスは語ってきたのに、なぜここで塩の話が出てくるのかまる
で脈絡がなくてわからないと思うかもしれません。しかしこの⾔葉を深く考えると、⽚⽅の⼿、⽚⽅の
⾜、⽚⽅の⽬、それがつまずかせるなら、それをいわば捨ててしまいなさい、切り落としてしまいなさ
い、とお教えになったことの結論になっているのです。いわば、そのようにして「命にあずかる⽅がよ
い」「神の国に⼊る⽅がよい」ということを、「あなたがたは・・・⾃分⾃⾝のうちに塩を持ちなさい」
という⽣きかたの勧めとしてお語りになっているのです。塩というのは、皆さんもよくご存知のように、
消毒や⾷品の保存などにも⽋かせません。あるいは、私たちが今⽇みたいな暑い⽇に汗をかいたら体中
の塩分が表に噴き出してくる、それだけ私たちのうちに塩がある、その塩で私たちは⽣かされていると
いうこともできると思います。コロサイの信徒への⼿紙の 4 章 6 節に「いつも、塩で味付けされた快
い⾔葉で語りなさい。そうすれば、⼀⼈⼀⼈にどう答えるべきかが分かるでしょう。」と記されていま
す。この中の「快い」という⾔葉は、以前の⼝語訳聖書では「優しい」と訳されていました。ですから、
「いつも塩で味付けされた優しい⾔葉で語りなさい」と読み変えることもできます。元の⾔葉は「恵み
における」というものです。そうすると、塩で味付けされた⾔葉というのは、実は恵みにおける⾔葉だ
というふうにも考えることができます。「⾃分⾃⾝のうちに塩を持ちなさい。そして塩で味付けされた
⾔葉、恵みにおける⾔葉で語りなさい。」と勧められているのです。そうしますと、今まで語られてき
た⾮常に恐ろしい裁きの⾔葉の意味が異なってきます。私たちは本来、こういうふうに裁かれるような
存在であるのに、主イエス・キリストが私たち⼀⼈⼀⼈に、いわば塩を与えてくださっている、恵みに
おける⾔葉を与えてくださっている、と読めてくるのです。それを⾃分の内に持って、お互いに平和に
過ごしなさい、と勧められているのだと読んでいくと、本⽇の箇所はスルーして読まないでおこうと考
えなくてもよくなります。実は、そこに恵みの⾔葉が語られており、私たちが⽣きる上で⽋かせない⾔
葉が教えられているということが伝わってきます。そして、私たちが⽣かされているのは、「互いに平
和に過ごしなさい」という勧めを実⾏するためだということが分かります。 
 

本⽇が平和聖⽇としてなぜ定められたのかと⾔えば、それは⼈と⼈との⼩さな争いが、やがては国と
国の争いになり、多くの尊い命を失わせる悲劇になったなっていったことを、私たちが意識して、経験
して、過ごしていくためではないかと思います。⽇本はそういう悲劇を過去に起こした国である、だか
らこそ、そういうことを忘れずに記憶して祈り続ける、そのために平和聖⽇というものが定められてい
るのではないかと思います。そして、平和というのは、旧約聖書のエレミア書でも指摘されていますけ
れども、平和を⼝にしていればそこに平和が存在するということではありません。互いに平和に過ごす
ということは、やはり今⽇の聖書箇所でいえば、⾃分⾃⾝のうちに主から塩を与えられてそれを持ち、
塩で味付けられた優しい恵みを受ける⾔葉を⼈に語りかけていくということなのだと思います。そして、
⾃分⾃⾝が本当に誰かをつまずかせたり、あるいは⾃分⾃⾝をつまずかせた時には、そのつまずかせた



ものを切り落とす、それぐらいの思いで歩んでいく、そういうことではないか、と私は本⽇の聖書箇所
を読みました。 
 
お祈りをします。 
主なる神様、⽇本は今⽇も本当に暑い⽇になっています。また、⼤きな地震のあった熊本県の被災地で
は、このような暑さの中で、本当に⽇々の⽔分にも困り、⾷べ物にも困り、⾃分が⽣きていくという術
をも失っている、そういう⼈たちが多くおられることと思います。私たちは今、具体的には何をするこ
ともできません。けれども、神様は必ずそういう⽅々をも⾒ていてくださる、励ましていてくださる、
そのことを信じて祈り続ける、そういう思いを持ちたいと思います。私たちに、塩で味つけられた祈り
の⾔葉をお与えください。今週⼀週間、そのような思いで歩んでいくことができますように、⼀⼈ひと
りに⼒をお与えください。この祈りを主イエス・キリストの御名によってお捧げします。アーメン。 


